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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を受信するプローブからの受信信号からエコー信号を生成する送受信部と、
　前記エコー信号から超音波画像データを生成する画像生成部と、
　前記超音波画像データまたは、前記超音波画像データに基づく超音波画像と各種設定項
目とを合成した合成画像データを出力する表示制御部と、
　前記超音波画像データを超音波画像として、または前記合成画像データを合成画像とし
て表示する表示部とを備えた超音波診断装置において、
　所定の切換ファクターを分析して、前記表示部に表示される画像を前記超音波画像と前
記合成画像との間で切り換える表示切換条件が満たされたことを認知したときに、表示切
換信号を前記表示制御部に出力する表示切換制御部を備え、
　前記表示切換制御部は、操作者からの診断操作における所定の操作が行われると、前記
所定の切換ファクターである計時時間をリセットする計時部を有し、
　前記表示切換制御部は、前記表示切換条件として前記計時時間が所定値以上となった場
合に、前記表示制御部に対して、前記超音波画像を表示する旨の表示切換信号を出力し、
　前記表示制御部は、前記表示切換信号に基づいて、前記表示部に表示される画像を切り
換える、
　超音波診断装置。
【請求項２】
　前記計時部の前記所定値を操作者が設定可能とする計時時間設定部を有する請求項１記
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載の超音波診断装置。
【請求項３】
　超音波を受信するプローブからの受信信号からエコー信号を生成する送受信部と、
　前記エコー信号から超音波画像データを生成する画像生成部と、
　前記超音波画像データまたは、前記超音波画像データに基づく超音波画像と各種設定項
目とを合成した合成画像データを出力する表示制御部と、
　前記超音波画像データを超音波画像として、または前記合成画像データを合成画像とし
て表示する表示部とを備えた超音波診断装置において、
　所定の切換ファクターを分析して、前記表示部に表示される画像を前記超音波画像と前
記合成画像との間で切り換える表示切換条件が満たされたことを認知したときに、表示切
換信号を前記表示制御部に出力する表示切換制御部を備え、
　前記所定の切換ファクターとしての操作者の視線を検出する視線センサを有し、
　前記表示切換制御部は、前記視線センサが検出する視線を分析して、分析結果に基づい
て前記表示切換信号を出力し、
　前記表示制御部は、前記表示切換信号に基づいて、前記表示部に表示される画像を切り
換える、
　超音波診断装置。
【請求項４】
　超音波を受信するプローブからの受信信号からエコー信号を生成する送受信部と、
　前記エコー信号から超音波画像データを生成する画像生成部と、
　前記超音波画像データまたは、前記超音波画像データに基づく超音波画像と各種設定項
目とを合成した合成画像データを出力する表示制御部と、
　前記超音波画像データを超音波画像として、または前記合成画像データを合成画像とし
て表示する表示部とを備えた超音波診断装置において、
　所定の切換ファクターを分析して、前記表示部に表示される画像を前記超音波画像と前
記合成画像との間で切り換える表示切換条件が満たされたことを認知したときに、表示切
換信号を前記表示制御部に出力する表示切換制御部を備え、
　前記所定の切換ファクターとしてのプローブの動きを検出する加速度センサを有し、
　前記表示切換制御部は、前記加速度センサが検出するプローブの動きを分析して、分析
結果に基づいて前記表示切換信号を出力し、
　前記表示制御部は、前記表示切換信号に基づいて、前記表示部に表示される画像を切り
換える、
　超音波診断装置。
【請求項５】
　超音波を受信するプローブからの受信信号からエコー信号を生成する送受信部と、
　前記エコー信号から超音波画像データを生成する画像生成部と、
　前記超音波画像データまたは、前記超音波画像データに基づく超音波画像と各種設定項
目とを合成した合成画像データを出力する表示制御部と、
　前記超音波画像データを超音波画像として、または前記合成画像データを合成画像とし
て表示する表示部とを備えた超音波診断装置において、
　所定の切換ファクターを分析して、前記表示部に表示される画像を前記超音波画像と前
記合成画像との間で切り換える表示切換条件が満たされたことを認知したときに、表示切
換信号を前記表示制御部に出力する表示切換制御部を備え、
　前記表示切換制御部は、前記送受信部からの前記エコー信号または、前記画像生成部か
らの前記超音波画像データを分析し、
　前記表示切換条件として前記超音波が空中放射状態であると判定した場合には、前記表
示制御部に対して、前記合成画像を表示する旨の表示切換信号を出力し、前記超音波が空
中放射状態でないと判定した場合には、前記表示制御部に対して、前記超音波画像を表示
する旨の表示切換信号を出力し、
　前記表示制御部は、前記表示切換信号に基づいて、前記表示部に表示される画像を切り
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換える、
　超音波診断装置。
【請求項６】
　超音波を受信するプローブからの受信信号からエコー信号を生成する送受信部と、
　前記エコー信号から超音波画像データを生成する画像生成部と、
　前記超音波画像データまたは、前記超音波画像データに基づく超音波画像と各種設定項
目とを合成した合成画像データを出力する表示制御部と、
　前記超音波画像データを超音波画像として、または前記合成画像データを合成画像とし
て表示する表示部とを備えた超音波診断装置において、
　所定の切換ファクターを分析して、前記表示部に表示される画像を前記超音波画像と前
記合成画像との間で切り換える表示切換条件が満たされたことを認知したときに、表示切
換信号を前記表示制御部に出力する表示切換制御部を備え、
　前記表示切換制御部は、前記所定の切換ファクターとしての操作履歴を解析するワーク
フロー分析部を有し、
　前記ワークフロー分析部の分析結果に基づいて、前記表示制御部に対して、前記表示切
換信号を出力し、
　前記表示制御部は、前記表示切換信号に基づいて、前記表示部に表示される画像を切り
換える、
　超音波診断装置。
【請求項７】
　前記表示切換制御部は、前記ワークフロー分析部により、前記表示切換条件と分析され
る操作を設定可能な操作設定部を有する請求項６記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関し、特に超音波診断装置の画像表示状態の切換制御に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の超音波診断装置として、超音波画像と超音波画像に関連する各種設定項目とを合
成した設定用画像と超音波画像表示領域を最大化した診断用画像とを切り換え可能にモニ
タに表示する手段を有する超音波診断装置が提案されている（例えば、特許文献１参照）
。
【０００３】
　図７は、各種設定項目１０３を有する設定用画像１０１と、診断用画像１０２との切換
を示す模式図である。この超音波診断装置は、操作者が表示状態の切り換えを指示するた
めの指示手段を有している。指示手段としては切換キーがあり、切換キーが押下されるこ
とにより操作者からの指示が入力され、表示状態が切り換えられる。この構成により、診
断中に超音波画像表示領域を最大化することができるため、診断性の向上を図ることがで
きる。また、表示画像を切り換えることにより、超音波診断装置の設定を変更することが
できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１５９２５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来の構成では、表示状態を切り換えるために、操作者が切換キー
を押下するなど指示手段に対して何らかの操作を行わなければならず、操作が煩雑である
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。
【０００６】
　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、超音波画像、各種設定項目の表示状態を
操作者が、通常の診断操作を行うことにより切り換えることが可能な超音波診断装置を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の超音波診断装置は、超音波を受信するプローブからの受信信号からエコー信号
を生成する送受信部と、前記エコー信号から超音波画像データ（診断用画像データ）を生
成する画像生成部と、前記超音波画像データまたは、前記超音波画像データに基づく超音
波画像と各種設定項目とを合成した合成画像データ（設定用画像データ）を出力する表示
制御部と、前記超音波画像データを超音波画像として、または前記合成画像データを合成
画像として表示する表示部とを備える。上記課題を解決するために、所定の切換ファクタ
ーを分析して、前記表示部に表示される画像を前記超音波画像と前記合成画像との間で切
り換える表示切換条件が満たされたことを認知したときに、表示切換信号を前記表示制御
部に出力する表示切換制御部を備え、前記表示切換制御部は、操作者からの診断操作にお
ける所定の操作が行われると、前記所定の切換ファクターである計時時間をリセットする
計時部を有し、前記表示切換制御部は、前記表示切換条件として前記計時時間が所定値以
上となった場合に、前記表示制御部に対して、前記超音波画像を表示する旨の表示切換信
号を出力し、前記表示制御部は、前記表示切換信号に基づいて、前記表示部に表示される
画像を切り換えることを特徴とする。さらに、前記計時部の前記所定値を操作者が設定可
能とする計時時間設定部を有する構成にすることもできる。
【００１１】
　また、本発明の超音波診断装置は、超音波を受信するプローブからの受信信号からエコ
ー信号を生成する送受信部と、前記エコー信号から超音波画像データ（診断用画像データ
）を生成する画像生成部と、前記超音波画像データまたは、前記超音波画像データに基づ
く超音波画像と各種設定項目とを合成した合成画像データ（設定用画像データ）を出力す
る表示制御部と、前記超音波画像データを超音波画像として、または前記合成画像データ
を合成画像として表示する表示部とを備える。上記課題を解決するために、所定の切換フ
ァクターを分析して、前記表示部に表示される画像を前記超音波画像と前記合成画像との
間で切り換える表示切換条件が満たされたことを認知したときに、表示切換信号を前記表
示制御部に出力する表示切換制御部を備え、前記所定の切換ファクターとしての操作者の
視線を検出する視線センサを有し、前記表示切換制御部は、前記視線センサが検出する視
線を分析して、分析結果に基づいて表示切換信号を出力し、前記表示制御部は、前記表示
切換信号に基づいて、前記表示部に表示される画像を切り換えることを特徴とする。また
、前記所定の切換ファクターとしてのプローブの動きを検出する加速度センサを有し、前
記表示切換制御部は、前記加速度センサが検出するプローブの動きを分析して、分析結果
に基づいて前記表示切換信号を出力する構成にすることもできる。
【００１３】
　また、本発明の超音波診断装置は、超音波を受信するプローブからの受信信号からエコ
ー信号を生成する送受信部と、前記エコー信号から超音波画像データ（診断用画像データ
）を生成する画像生成部と、前記超音波画像データまたは、前記超音波画像データに基づ
く超音波画像と各種設定項目とを合成した合成画像データ（設定用画像データ）を出力す
る表示制御部と、前記超音波画像データを超音波画像として、または前記合成画像データ
を合成画像として表示する表示部とを備える。上記課題を解決するために、所定の切換フ
ァクターを分析して、前記表示部に表示される画像を前記超音波画像と前記合成画像との
間で切り換える表示切換条件が満たされたことを認知したときに、表示切換信号を前記表
示制御部に出力する表示切換制御部を備え、前記表示切換制御部は、前記送受信部からの
前記エコー信号または、前記画像生成部からの前記超音波画像データを分析し、前記表示
切換条件として前記超音波が空中放射状態であると判定した場合には、前記表示制御部に
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対して、前記合成画像を表示する旨の表示切換信号を出力し、前記超音波が空中放射状態
でないと判定した場合には、前記表示制御部に対して、前記超音波画像を表示する旨の表
示切換信号を出力し、前記表示制御部は、前記表示切換信号に基づいて、前記表示部に表
示される画像を切り換えることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の超音波診断装置は、超音波を受信するプローブからの受信信号からエコ
ー信号を生成する送受信部と、前記エコー信号から超音波画像データ（診断用画像データ
）を生成する画像生成部と、前記超音波画像データまたは、前記超音波画像データに基づ
く超音波画像と各種設定項目とを合成した合成画像データ（設定用画像データ）を出力す
る表示制御部と、前記超音波画像データを超音波画像として、または前記合成画像データ
を合成画像として表示する表示部とを備える。上記課題を解決するために、所定の切換フ
ァクターを分析して、前記表示部に表示される画像を前記超音波画像と前記合成画像との
間で切り換える表示切換条件が満たされたことを認知したときに、表示切換信号を前記表
示制御部に出力する表示切換制御部を備え、前記表示切換制御部は、前記所定の切換ファ
クターとしての操作履歴を解析するワークフロー分析部を有し、前記所定のファクターと
しての前記ワークフロー分析部の分析結果に基づいて、前記表示制御部に対して、前記表
示切換信号を出力し、前記表示制御部は、前記表示切換信号に基づいて、前記表示部に表
示される画像を切り換えることを特徴とする。さらに、前記表示切換制御部は、前記ワー
クフロー分析部により、前記表示切換条件と分析される操作を設定可能な操作設定部を有
する構成にすることもできる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、表示切換を判定する表示切換制御部を有することにより、超音波画像
、各種設定項目、付加情報の表示状態を操作者が、表示状態を変更するための特別な動作
無しに、通常の診断操作を行うことにより切り換えることが可能な超音波診断装置を提供
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施の形態１に係る超音波診断装置のブロック図
【図２】本発明に係る超音波診断装置の動作概要図
【図３】本発明の実施の形態２に係る超音波診断装置のブロック図
【図４】本発明の実施の形態３に係る超音波診断装置のブロック図
【図５】本発明の実施の形態４に係る超音波診断装置のブロック図
【図６】本発明の実施の形態５に係る超音波診断装置のブロック図
【図７】従来技術に係る超音波診断装置の動作概要図
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１における超音波診断装置の構成を示すブロック図である
。プローブ１は、振動子１１を有し、電気信号である送信信号を超音波に変換して被検体
に照射する。また、プローブ１は、被検体内部の音響インピーダンスの異なる界面におい
て反射された超音波を電気信号（受信信号）に変換する。送受信部２は、振動子１１の駆
動信号を生成し、駆動信号に対して遅延制御して送信信号を生成する。また、送受信部２
は、受信信号に対して遅延加算を行い、音響線ごとのエコー信号を生成する。
【００１９】
　画像生成部３は、検波処理部１２、サンプリング処理部１３、フィルタ処理部１４、座
標変換部１５などから構成され、エコー信号に対して、検波処理、サンプリング処理、フ
ィルタ処理、座標変換などの処理を施し、超音波画像データを生成する。
【００２０】
　表示制御部４は、表示状態制御部１６、合成画像生成部１７などから構成されている。
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表示状態制御部１６は、後述する表示切換通知部１９から受信した表示切換信号に従って
、超音波画像を最大化した画像（以下、診断用画像と称する）と、超音波画像と各種設定
項目（設定項目、付加情報など）とを合成した画像（以下、設定用画像と称する）との表
示状態の切り換えを認知し、画像合成が必要か否かを判断する。図２は、切換ファクター
により、各種設定項目３３を有する設定用画像３１と、診断用画像３２との表記切換えを
示す概要図である。
【００２１】
　また、表示状態制御部１６は、各表示項目の表示位置情報、及び表示順序情報を保持す
る。合成画像生成部１７は、表示状態制御部１６の判断に従って、各表示項目の表示位置
情報及び表示順序情報に基づいて、診断用画像データまたは設定用画像データを生成する
。表示部５は、モニタなどから構成され、診断用画像データを診断画像として、設定用画
像データを設定用画像として表示する。
【００２２】
　表示切換制御部６は、表示切換認知部１８、表示切換通知部１９などから構成され、表
示部５に表示させる表示画像の表示状態を決定する。表示切換認知部１８は、切換ファク
ターによる表示切換情報に基づいて表示部５に表示させる表示画像を診断用画像とするか
、設定用画像とするかを決定する。表示切換情報は、表示切換認知部１８の内部で検出さ
れ、または外部から表示切換認知部１８に入力される表示切換情報が変更され、表示切換
条件を満たす場合に、表示切換通知部１９は表示切換信号を表示制御部４に送出する。
【００２３】
　表示切換条件は、あらかじめ装置に設定されていてもよいし、あるいは操作者が設定し
てもよい。切換ファクターとしては、表示切換情報が例えば、操作者がプローブ１０を用
いて行う、被検体を診断中である場合を示す値、および設定変更中であることを示す場合
に示す値を有するものであればよい。これにより、診断中は表示部５に超音波画像を最大
化して表示し、画像パラメータの設定変更中は超音波画像と各種設定項目の双方を表示す
る、などの表示切換制御が可能となる。
【００２４】
　次に、以上のような構成の本実施の形態に係る超音波診断装置についてその動作を説明
する。送受信部２は、超音波送信に関する情報を制御し、プローブ１に送信信号を送出す
る。プローブ１は、送信信号により駆動して被検体に超音波を送信する。また、プローブ
１は、被検体からの反射波を受信して、受信信号を送受信部２に送出する。送受信部２は
、受信信号を遅延加算処理し、エコー信号として画像生成部３に送出する。画像生成部３
は、エコー信号から超音波画像データを生成し、表示制御部４に送出する。
【００２５】
　表示切換制御部６は、表示切換情報が表示切換条件を満たすか否かを判断して、表示切
換信号を表示制御部４に送出する。表示制御部４は、表示切換信号を受信して、診断用画
像データまたは設定用画像データを生成し、表示部５に送出する。表示部５は、診断用画
像データを診断用画像３２として、設定用画像データを設定用画像３１として表示する。
【００２６】
　以上のように、本実施の形態においては、診断状況に応じて表示制御部４に対して表示
切換制御部６が表示切換信号を送出し、表示制御部４が表示部５に表示する画像を切り換
える。このため、操作者が意識的に切り換える操作をすること無しに、自動的に表示状態
を切り換えることができ、好ましい内容、好ましいサイズで画像を表示することができる
。したがって、画像の視認性が向上し、また操作性が向上し、その結果、診断時間を短縮
することができる。
【００２７】
　（実施の形態２）
　実施の形態２では、実施の形態１における表示切換制御部６の一具体例について説明す
る。本実施の形態に係る超音波診断装置は、所定の切換ファクターとして所定の動作から
の時間を用いる。そして、計時部が計時した時間を表示切換情報として用いる。具体的に
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は、操作者が超音波診断装置に対して所定の操作を行っている場合には設定用画像を表示
し、所定の操作から所定の時間が経った場合に診断を行っているものと推定し、診断用画
像を表示するものである。
【００２８】
　図３は、本発明の実施の形態２に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図である。
本実施の形態に係る超音波診断装置は、実施の形態１に係る超音波診断装置の表示切換制
御部６が表示切換制御部６ａに置き換わった構成であり、他の構成要素は、実施の形態１
に係る超音波診断装置と同様である。本実施の形態に係る超音波診断装置において、実施
の形態１に係る超音波診断装置と同様の構成要素については、同一の符号を付して説明を
省略する。
【００２９】
　表示切換制御部６ａの表示切換認知部１８ａは、操作者が装置に対して任意の操作をし
た時刻からの時間を計時する計時部２１を有する。計時部２１が計時する時間は、実施の
形態１における表示切換情報に対応する。計時部２１は、操作者が任意の操作を実行する
と、計時時間をリセットして計時を再開し、それにより操作時刻からの計時時間とする。
計時時間があらかじめ設定された時間を超えた場合に、表示切換認知部１８ａは、表示切
換条件を満たしたと認知する。
【００３０】
　次に、以上のような構成の本実施の形態に係る超音波診断装置についてその動作を説明
する。送受信部２は、超音波送信に関する情報を制御し、プローブ１に送信信号を送出す
る。プローブ１は、送信信号により駆動して被検体に超音波を送信する。プローブ１は、
被検体からの反射波を受信して、受信信号を送受信部２に送出する。送受信部２は、受信
信号を遅延加算処理し、エコー信号として画像生成部３に送出する。画像生成部３は、エ
コー信号から超音波画像データを生成し、表示制御部４に送出する。
【００３１】
　計時部２１があらかじめ設定された時間を超えた計時時間を計測すると、表示切換認知
部１８ａは表示切換通知部１９に表示切換条件を満たす旨を通知する。表示切換通知部１
９は、表示制御部４へ診断用画像を表示する旨の表示切換信号を送出する。表示切換信号
を受けた表示制御部４は、表示部５に設定用画像３１を変更して診断用画像３２を表示さ
せる。
【００３２】
　以上のように、本実施の形態に係る超音波診断装置は、例えば、操作者が操作後、一定
時間操作をしない状況、すなわち、画像を注視している診断状況になると、自動的に超音
波画像を最大化して表示部５に表示することができる。
【００３３】
　なお、計時部２１は、表示切換条件を満たすか否かを決めるためのあらかじめ設定され
た基準時間を操作者が設定可能にする計時時間設定部を有する構成にすることもできる。
【００３４】
　また、本実施の形態では、設定用画像から診断用画像に変更する場合について示したが
、診断用画像から設定用画像に変更する表示切換条件を設定する構成にすることもできる
。表示切換条件としては、例えば、操作者が超音波診断装置に対して診断中に行うあらか
じめ設定された操作(例えば、フリーズキー、保存キーを押す動作等)を行うことが挙げら
れる。
【００３５】
　（実施の形態３）
　実施の形態３では、実施の形態１における表示切換制御部６の一具体例について説明す
る。本実施の形態に係る超音波診断装置は、所定の切換ファクターとして超音波診断装置
から操作者までの距離を用いる。そして、センサが計測した距離を表示切換情報として用
いる。具体的には、操作者が超音波診断装置本体（送受信部２、画像生成部３、表示制御
部４、表示部５、表示切換制御部６ｂ）に近づいた場合には設定が行われると推定し、設
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定用画像を表示する。また、操作者が超音波診断装置本体から遠ざかると診断が行われる
と推定し、診断用画像を表示する。
【００３６】
　図４は、本発明の実施の形態３に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図である。
本実施の形態に係る超音波診断装置は、実施の形態１に係る超音波診断装置の表示切換制
御部６がセンサ２２を含む表示切換制御部６ｂに置き換わった構成であり、他の構成要素
は、実施の形態１に係る超音波診断装置と同様である。本実施の形態に係る超音波診断装
置において、実施の形態１に係る超音波診断装置と同様の構成要素については、同一の符
号を付して説明を省略する。
【００３７】
　センサ２２は、超音波診断装置本体と操作者との距離を計測する。センサ２２が計測す
る距離は、実施の形態１における表示切換情報に対応する。表示切換制御部６ｂは、表示
切換認知部１８ｂを有する。
【００３８】
　操作者が超音波診断装置に対して、操作可能な範囲に入ったことをセンサ２２が検出し
た場合に、表示切換認知部１８ｂは、診断用画像から設定用画像への表示切換条件を満た
したものと認知し、その旨を表示切換通知部１９に通知する。また、操作者が超音波診断
装置に対して、操作可能な範囲外に移動したことをセンサ２２が検出した場合に、表示切
換認知部１８は、設定用画像から診断用画像への表示切換条件を満たしたと認知し、その
旨を表示切換通知部１９に通知する。
【００３９】
　次に、以上のような構成の本実施の形態に係る超音波診断装置についてその動作を説明
する。送受信部２は、超音波送信に関する情報を制御し、プローブ１に送信信号を送出す
る。プローブ１は、送信信号により駆動して被検体に超音波を送信する。プローブ１は、
被検体からの反射波を受信して、受信信号を送受信部２に送出する。送受信部２は、受信
信号を遅延加算処理し、エコー信号として画像生成部３に送出する。画像生成部３は、エ
コー信号から超音波画像データを生成し、表示制御部４に送出する。
【００４０】
　操作者が超音波診断装置に対して操作可能な範囲に入ったとセンサ２２が判断すると、
表示切換認知部１８ｂは表示切換通知部１９に対して設定用画像を表示する旨を通知する
。表示切換通知部１９は、表示制御部４へ設定用画像を表示する旨の表示切換信号を送出
する。表示切換信号を受けた表示制御部４は、表示部５に診断用画像を変更して設定用画
像を表示させる。
【００４１】
　操作者が超音波診断装置に対して操作可能な範囲外に移動したとセンサ２２が判断する
と、表示切換認知部１８ｂは表示切換通知部１９に対して診断用画像を表示する旨を通知
する。表示切換通知部１９は、表示制御部４へ診断用画像を表示する旨の表示切換信号を
送出する。表示切換信号を受けた表示制御部４は、表示部５に設定用画像を変更して診断
用画像を表示させる。
【００４２】
　以上のように、本実施の形態に係る超音波診断装置は、例えば、操作者が走査手技を停
止し、各種設定変更を行おうとした場合に、超音波画像の最大化を解除し、設定用画像へ
と自動的に表示を切り換えることが可能である。また、操作者が走査手技を行う際には、
設定用画像を超音波画像が最大化された診断用画像へと自動的に表示を切り換えることが
可能である。したがって、操作者が意識的に表示画像の設定を変更する必要がなく、診断
を行うことができる。なお、センサとしては、本実施の形態の距離計測センサーに限らず
、操作者の視線を検出する視線センサ、プローブの動きを検出する加速度センサ等操作者
の動作に関連した変化を検出できるセンサであれば良い。
【００４３】
　操作者の視線を検出する視線センサを備えた場合は、表示切換制御部６ｂは、所定の切
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換ファクターとしての視線センサが検出する視線の方向・位置を分析して、分析結果に基
づいて表示を切り換えることが可能である。例えば視線が表示部５の表示画面の中央付近
に移動してきたときに診断用画像に切り換え、逆に視線が表示画像の端部に近づいた場合
、あるいは表示部５の表示画面から視線が外れた場合に設定用画像に切り替えるようにす
ることが可能である。また、プローブの動きを検出する加速度センサを備えた場合は、表
示切換制御部６ｂは、所定の切換ファクターとしての加速度センサが検出するプローブの
動きを分析して、動きの速さ、方向等の分析結果に基づいて表示切換信号を出力すること
が可能である。
【００４４】
　（実施の形態４）
　実施の形態４では、実施の形態１における表示切換制御部６の一具体例について説明す
る。本実施の形態に係る超音波診断装置は、所定の切換ファクターとしてプローブが被検
体に接触しているか否かを用いる。そして、検出された接触の有無の情報を表示切換情報
として用いる。具体的には、操作者が設定を行うためにプローブ１を被検体から離した場
合には設定操作が行われると推定し、設定用画像を表示する。また、プローブ１を被検体
に接触させた場合に診断操作が行われると推定し、診断用画像を表示する。
【００４５】
　図５は、本発明の実施の形態４に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図である。
本実施の形態に係る超音波診断装置は、実施の形態１に係る超音波診断装置の表示切換制
御部６が表示切換制御部６ｃに置き換わった構成であり、他の構成要素は、実施の形態１
に係る超音波診断装置と同様である。本実施の形態に係る超音波診断装置において、実施
の形態１に係る超音波診断装置と同様の構成要素については、同一の符号を付して説明を
省略する。
【００４６】
　表示切換制御部６ｃの表示切換認知部１８ｃは、送受信部２からのエコーデータを解析
する画像判定部２３を有する。画像判定部２３は、画像記憶部２４、画像解析部２５など
から構成されており、表示切換信号を出力する。
【００４７】
　画像記憶部２４は、送受信部２からのエコーデータを時系列に保存する。画像解析部２
５は、画像記憶部２４からエコーデータを時系列に読み出して、送受信部２からのエコー
データに基づいてプローブ１から照射される超音波が空中放射状態であるか否かを解析す
る。この解析結果が実施の形態１における表示切換情報に対応する。超音波が空中放射状
態であるとは、プローブ１が被検体から離れていることを意味する。空中放射状態におけ
るエコー信号は、音響線ごとの信号がそれぞれ深さ方向に対して、一様に減衰する。すな
わち、画像解析部２５が音響線ごとの信号が深さ方向に対して一様に減衰しているか否か
を解析することにより、超音波が空中放射状態であるか否かが判別できる。
【００４８】
　超音波が空中放射状態となったことを画像判定部２３が検出した場合に、表示切換認知
部１８ｃは、診断用画像から設定用画像への表示切換条件を満たしたと認知し、表示切換
条件を満たす旨を表示切換通知部１９に通知する。表示切換通知部１９は、設定用画像を
表示する旨の表示切換信号を表示制御部４へ送出する。また、超音波が空中放射状態で無
くなったことを画像判定部２３が検出した場合に、表示切換認知部１８ｃは、設定用画像
から診断用画像への表示切換条件を満たしたと認知し、表示切換条件を満たす旨を表示切
換通知部１９に通知する。表示切換通知部１９は、診断用画像を表示する旨の表示切換信
号を表示制御部４へ送出する。
【００４９】
　次に、以上のような構成の本実施の形態に係る超音波診断装置についてその動作を説明
する。送受信部２は、超音波送信に関する情報を制御し、プローブ１に送信信号を送出す
る。プローブ１は、送信信号により駆動して被検体に超音波を送信する。プローブ１は、
被検体からの反射波を受信して、受信信号を送受信部２に送出する。送受信部２は、受信
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信号を遅延加算処理し、エコー信号として画像生成部３に送出する。画像生成部３は、エ
コー信号から超音波画像データを生成し、表示制御部４に送出する。
【００５０】
　操作者が走査手技を中断して、被検体からプローブ１を離すと、プローブ１は空中放射
状態における反射波を受信する。受信信号は、送受信部２でエコー信号に変換され、エコ
ー信号は画像記憶部２４に記憶される。画像解析部２５は、エコー信号が空中放射状態の
ものであると判断する。そして、表示切換認識部１８ｃは、設定用画像を表示する表示切
換条件を満たす旨を表示切換通知部１９に通知する。表示切換通知部１９は、設定用画像
を表示する旨の表示切換通知を表示制御部４へ送出する。表示切換通知を受けた表示制御
部４は、表示部５に診断用画像を変更して設定用画像を表示させる。
【００５１】
　また、操作者が走査手技を再開して、被検体にプローブ１が接触すると、プローブ１は
被検体から反射した反射波を受信する。受信信号は、送受信部２でエコー信号に変換され
、エコー信号は画像記憶部２４に記憶される。画像解析部２５は、エコー信号が被検体を
診断中のものであると判断する。そして、表示切換認識部１８ｃは、診断用画像を表示す
る切換条件を満たす旨を表示切換通知部１９に通知する。表示切換通知部１９は、診断用
画像を表示する旨の表示切換通知を表示制御部４へ送出する。表示切換通知を受けた表示
制御部４は、表示部５に設定用画像を変更して診断用画像を表示させる。
【００５２】
　以上のように、本実施の形態における超音波診断装置は、操作者がプローブ１を被検体
に接触したか否かを判別して、プローブ１が被検体に接触している場合には診断用画像を
表示し、被検体に接触していない場合には設定用画像を表示する。したがって、操作者が
意識的に表示画像の設定を変更する必要がなく、診断を行うことができる。
【００５３】
　なお、本実施の形態においては、画像判定部２３が所定のファクターとしての送受信部
２からのエコー信号を用いて画像解析を行ったが、画像生成部３からの超音波画像データ
を用いて、画像解析を行う構成にすることもできる。
【００５４】
　また、本実施の形態においては、超音波が空中放射状態であるか否かを判定することに
より、表示切換を行ったが、エコー信号または超音波画像データを用いて判断できる条件
であればどのような条件であっても良い。
【００５５】
　（実施の形態５）
　実施の形態５では、実施の形態１における表示切換制御部６の一具体例について説明す
る。本実施の形態に係る超音波診断装置は、所定の切換ファクターとして、操作履歴を用
いる。そして、操作履歴に基づいてワークフローを解析した結果を表示切換情報として用
いる。具体的には、ワークフロー解析結果に基づいて、診断中であるか、超音波診断装置
を設定中であるかを推定し、診断用画像と設定用画像との表示切り換え制御を行うもので
ある。
【００５６】
　図６は、本発明の実施の形態５に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図である。
本実施の形態に係る超音波診断装置は、実施の形態１に係る超音波診断装置の表示切換制
御部６が表示切換制御部６ｄに置き換わった構成であり、他の構成要素は、実施の形態１
に係る超音波診断装置と同様である。本実施の形態に係る超音波診断装置において、実施
の形態１に係る超音波診断装置と同様の構成要素については、同一の符号を付して説明を
省略する。
【００５７】
　表示切換制御部６ｄの表示切換認知部１８ｄは、図示しない履歴検出部から操作者が行
った操作の履歴を随時受信し、所定の操作が行われたか否かを判定するワークフロー分析
部２６を有する。履歴検出部は、図示しないシステム制御部に含まれる。そのシステム制
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御部は、操作者による全ての操作に基づいて、他のシステム構成部を動作させる。また、
システム制御部は、操作者の操作を認知し、操作内容（または、内容を示す操作ＩＤなど
）をワークフロー分析部２６に送信する。
【００５８】
　ワークフロー分析部２６は操作履歴の分析結果に基づいて、例えば「操作者がゲインを
変更した後、数分操作しない」ことを検出し、操作者が走査手技を開始し、あるいは走査
手技を終了したかを判断する。表示切換認知部１８ｄは、表示切換通知部１９に判断結果
すなわち切換条件が満たされたことを通知する。
【００５９】
　次に、以上のような構成の本実施の形態に係る超音波診断装置についてその動作を説明
する。送受信部２は、超音波送信に係る情報を制御し、プローブ１に送信信号を送出する
。プローブ１は、送信信号により駆動して被検体に超音波を送信する。プローブ１は、被
検体からの反射波を受信して、受信信号を送受信部２に送出する。送受信部２は、受信信
号を遅延加算処理し、エコー信号として画像生成部３に送出する。画像生成部３は、エコ
ー信号から超音波画像データを生成し、表示制御部４に送出する。
【００６０】
　ワークフロー分析部２６は、操作履歴を解析し、操作者が走査手技を開始したことを示
す表示切換条件を満たしたと認知すると、表示切換認知部１８ｄは、表示切換通知部１９
に診断用画像を表示する表示切換条件を満たす旨を通知する。表示切換通知部１９は、表
示制御部４へ診断用画像を表示する旨の表示切換通知を送出する。表示切換通知を受けた
表示制御部４は、表示部５に設定用画像を変更して診断用画像を表示させる。
【００６１】
　また、ワークフロー分析部２６は、操作履歴を解析し、表示切換条件を満たして操作者
が走査手技を終了したと認知すると、表示切換認知部１８ｄは、表示切換通知部１９に設
定用画像を表示する表示切換条件を満たす旨を通知する。表示切換通知部１９は、表示制
御部４へ設定用画像を表示する旨の表示切換通知を送出する。表示切換通知を受けた表示
制御部４は、表示部５に診断用画像を変更して設定用画像を表示させる。
【００６２】
　以上のように、本実施の形態に係る超音波診断装置は、操作者が行う診断動作を解析す
ることにより、操作者の意識的な設定変更動作を伴わずに、診断用画像と設定用画像を切
り換えることができる。したがって、画像の視認性が向上し、また操作性が向上し、その
結果診断時間を短縮することができる。
【００６３】
　なお、本実施の形態では、ワークフロー分析部２６が特定の操作が行われたか否かを判
断する構成について説明したが、他の操作、時刻などを検出することにより表示状態を切
り換える構成にすることもできる。例えば、予め診断のワークフローを入力しておき、所
定の時刻になると表示画像を切り換える構成にすることもできる。
【００６４】
　また、表示切換と判断される操作を操作者が設定可能な構成にすることもできる。
【００６５】
　以上、実施の形態１～５において、表示切換制御部で切換信号を発生させる様々な切換
ファクターを変えて構成・動作概要について説明した（図２参照）が、切換ファクターは
例えば計時部から信号単独、あるいはセンサからの信号単独で構成するだけでなく、これ
ら切換ファクターを複数種類組み合わせて構成しても良い。また、この実施の形態の中で
は切り換える画像を診断用画像と設定用画像としたが、他の種類の画像を切り換える構成
にすることもできる。
【産業上の利用可能性】
【００６６】
　本発明は、超音波画像、各種設定項目の表示状態を操作者の意識的な操作を行うこと無
しに切り換えることができるという効果を有し、視認性、操作性、診断時間短縮を重要視
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する超音波診断装置として有用である。
【符号の説明】
【００６７】
　１　プローブ
　２　送受信部
　３　画像生成部
　４　表示制御部
　５　表示部
　６、６ａ～６ｄ　表示切換制御部
　１１　振動子
　１２　検波処理部
　１３　サンプリング処理部
　１４　フィルタ処理部
　１５　座標変換部
　１６　表示状態制御部
　１７　合成画像生成部
　１８、１８ａ～１８ｄ　表示切換認知部
　１９　表示切換通知部
　２１　計時部
　２２　センサ
　２３　画像判定部
　２４　画像記憶部
　２５　画像解析部
　２６　ワークフロー分析部
　３１　設定用画像
　３２　診断用画像
　３３　各種設定項目
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